
 

 

  

 

ഐ景 

・血ੜフルクトサミン（SF）および౸化ヘモグロビン（HbA1c）は血౸コントロールのࢨඬとなる౸化タンパク࣯である 

・SF は過去 1-2 ु間、 HbA1c は過去 2-3 ヶ月のฑ均血౸をൕ映する 

・౸බݚの血౸コントロールをൕ映する SF と HbA1c のർ較に関するݜ究はঙない 

・ద 1)SF と HbA1c ఈアッセイのౕを価する 

2)౸බݚの血౸コントロール価における SF と HbA1c の༙༽をർ較する  

 

・ਜ਼ݚ 40 、౸බݚ 13 、ස血ݚ 23 （Hct<35％ ਜ਼血౸、ඉ౸බ）からの血液サンプル 

ස血ݚのうち 9 は࠸ਫ਼ස血（য়血球> 71000 /μL）、１4 はඉ࠸ਫ਼ස血（য়血球<71000/μL） 

・౸බݚ 46 の 200 回の血౸コントロール価の結果 

→ྡজスコアリング๑を༽いて血౸コントロールをྒྷ、可、ྒྷにグループ化（ࢂল１） 

→ROC 曲તからಚられたカットオフを༽いて、SF と HbA1c がਜ਼しく血౸コントロールを価した割をべた（ਦ３） 

結果 

・アッセイ಼、アッセイ間のรಊ係਼ฑ均は SF は 3.8％、2.5％ HbA1c は 1.2％、1.8％で、ྈ๏のアッセイはྒྷなતを༙した 

・ස血ݚの HbA1c 央は 4.3％、ඉස血ݚの央は 2.6%で、༙意に異なっていた（P < 0.001） 

ඉ࠸ਫ਼ස血ݚの HbA1c 央は の央はݚਫ਼ස血࠸、4.5％ 4.0％で༙意ࠫはなかった（P = 0.058）（ਦ１） 

・ྡজスコアは༙意に SF(r = -0.40)と HbA1c（r = -0.33）に逆૮関していた（P < 0.001） 

SF と HbA1c は༙意に૮関していた（r = 0.48 P < 0.001） 

SF、HbA1c ともྡজコントロールྒྷ、可、ྒྷグループ間で༙意に異なっていた（ਦ２） 

・SF は 99/200(50%)、HbA1c は 88/200(44%) でਜ਼しい血౸コントロール価をした 

SF は 36/200(18%)、HbA1c は 41/200(21%)でޣった血౸コントロール価をした（න 1） 

インスリンྏ࣑期間、過去 3 ヶ月以಼のインスリン౦༫ྖの༙ໃでড়件をรえても、SF、HbA1c とも血౸コントロール価のਜ਼確ིはรわ  

 らなかった（න２） 

 ࡱߡ

・ྡজスコアに関しては、ࣄいकが過ঙ、過価している、またྡজޫをࣟできていなかった可がある 

・ SF、HbA1c に影響を༫えるญ࣮患をもっていた可がある（ྡজޫの解एにも影響を༫える） 

 血、ఁアルブミン血、ස血、෯ਝൿ࣯機ထなどࢹ߶、য়ધ機ఁ下ߗ ྭ  

・価にインスリン౦༫ྖをされたݚは、まだ౸化タンパク࣯にൕ映されていない、ྡজスコアのร化があった可がある 

 

・ྈ๏のアッセイはਜ਼確でྒྷなતを༙し、ೖదな࢘༽にనしている 

・SF、HbA1c ୱಢでは౸බݚの血౸コントロール価にはॉである 

・౸化タンパク࣯のみを、血౸コントロールの価またはインスリン౦༫ྖのに࢘༽するべきではない 

・౸化タンパク࣯でのモニタリングのࡏは、基६囲の࢘༽ではなく、ݺ々の患ंの過去のとのർ較がనであるかもしれない 
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ਦ 2 46 の D M の血౸コントロールݚ 200 回の価についての SF ౕ（A）と HbA1c （B）のസひげਦ 

(コントロールのレベルによってグループ化されている) 

 

 

ਦ 3 血౸コントロールྪしたの SF および HbA1c の ROC 曲ત 
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න 1  46 ಆの DM におけるݚ 200 回の血౸コントロール価の結果（ྡজスコア、および ROC 曲તੵによって決ఈされた SF および HbA1c

のカットオフに基づいてコントロールレベルをྪした） 

 

න 2  46 ಆの DM における血౸コントロール価（n=200）のうち、SFݚ および HbA1c によってਜ਼しくྪされたか、またはޣってྪされ

た価の਼（％）(インスリンྏ࣑の༹々なড়件でグループ化した) 


